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やなせたかしさん　逝去

499

■応募締切／12月12日㈭必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／33通　　★正 解 率／85％

次の１月から 12 月に対応する数字には、ある法則があります。
□に入る数字は何でしょう？

【第498回当選者】

小松　　豪（比江）
野島　昌子（下末松）
谷澤　光希（大埇甲）
筒井　仁司（大埇甲）
町田　佳世（緑ヶ丘）

趣味は新聞　

新
聞
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す
。
コ
ラ
ム

や
今
日
の
出
来
事
コ
ー
ナ
ー
の
気
に
入
っ
た

記
事
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
新

聞
に
投
稿
す
る
こ
と
も
あ
り
、
掲
載
さ
れ
る

と
「
読
ん
だ
よ
」
と
友
達
や
知
り
合
い
か
ら

手
紙
や
電
話
を
も
ら
う
こ
と
も
。
投
稿
が
縁

で
友
達
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

　

読
み
終
え
た
新
聞
で
新
聞
バ
ッ
グ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
写
真
や
絵
が
あ
る
紙
面
は
バ
ッ

グ
用
に
取
っ
て
お
く
の
で
、
家
中
新
聞
で

い
っ
ぱ
い
。
ど
の
紙
面
を
ど
う
使
う
の
か
考

え
る
こ
と
が
私
の
ボ
ケ
防
止
で
す
ね
。
で
き

た
バ
ッ
グ
は
み
ん
な
喜
ん
で
も
ら
っ
て
く
れ

る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

　

新
聞
バ
ッ
グ
作
り
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
の
り
付
け
の
作
業
が
小
さ
い
こ
ろ
の
工

作
の
よ
う
で
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

趣味は新聞

中
なかざわ

澤　春
はる

雄
お

さん（稲生）

山
やまもと

本　幸
さち

代
よ

さん（大埇甲）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
10
年
ほ
ど
前
か
ら

し
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
市
内
で
や
っ
て
い

る
人
が
い
な
く
て
、
高
知
市
の
グ
ル
ー
プ
に

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
稲
生

で
20
人
、
三
和
地
区
で
15
人
ぐ
ら
い
の
仲
間

が
で
き
ま
し
た
。
県
下
で
千
人
ほ
ど
の
競
技

人
口
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
南
国
市
は
ま

だ
ま
だ
少
な
い
で
す
ね
。
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
皆
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
？
お
孫
さ
ん
と
参

加
で
き
る
試
合
も
あ
り
ま
す
よ
。

　

１
ラ
ウ
ン
ド
８
ホ
ー
ル
で
試
合
を
し
ま
す

が
、
４
ラ
ウ
ン
ド
回
る
と
５
千
歩
ぐ
ら
い
歩

き
ま
す
。
適
度
な
運
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
競
技
種
目
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
や

世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
の
は
良
い
で
す
ね
。

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

市
民
か
ら
の
お
便
り

今
回
の
親
子
ク
イ
ズ
は
難
問
で
し
た
。
子
ど
も
に
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

孫
と
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
南
国
市
は
夜
空
が
き
れ
い
で
す
。
星
観
測
の
双
眼
鏡
を
買
い
ま
し
た
。

【第498回解答】

・ＪＡＸＡ（ジャクサ）
・イプシロン
・ひさき

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

回
14
第

殖
田
神
社
（
植
田
）

　

植
田
の
東
端
、
香
美
市
と
の
境
に
近

い
山
麓
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
祭
神
は

一
宮
の
土
佐
神
社
と
同
じ
ア
ヂ
ス
キ
タ

カ
ヒ
コ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
と
い
う
神
で
す
。

表
参
道
に
は
、
氏
子
有
志
が
奉
献
し
た

多
数
の
石
灯
籠
が
整
然
と
並
び
、
厳
か

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
殖

田
神
社
に
は
絵
金
の
絵
馬
や
、
河
田
小

龍
の
弟
子
で
、
後
免
町
の
絵
師
と
し
て

活
躍
し
た
今
井
小
藍
の
絵
馬
な
ど
も
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
に
改
築

さ
れ
た
朱
色
の

社
殿
に
は
、
神

武
天
皇
を
導
い

た
と
さ
れ
る
白

い
ヤ
タ
ガ
ラ
ス

が
彫
刻
さ
れ
て

い
ま
す
。

石
土
神
社
（
十
市
）

　

十
市
の
石
土
池
の
西
の
ほ
と
り
に
あ

り
ま
す
。
石
土
神
、
赤
土
神
、
底
土
神

の
３
神
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
社
の

裏
に
は
石
灰
洞
が
あ
り
、
面
白
い
伝
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
禅
師
峯
寺
に
八
葉
山
手
飼
と
い

う
札
を
つ
け
た
猟
犬
が
飼
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
時
、
そ
の
犬
が
山
か
ら
ウ

サ
ギ
を
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
逃
げ

場
を
失
っ
た
ウ
サ
ギ
は
、
こ
の
石
灰
洞

に
逃
げ
込
み
、
洞
窟
の
奥
に
消
え
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
七
日
後
、
伊
予

国
吉
田
（
現
在
の
愛
媛
県
宇
和
島
市
吉

田
町
）
に
あ
る
洞
窟
で
ウ
サ
ギ
と
八
葉

山
手
飼
の
札
を

つ
け
た
犬
の
死

骸
が
見
つ
か
っ

た
と
い
う
こ
と

で
す
。
洞
窟
の

深
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　

次
回
、
岡
豊
町
に
あ
る
小
野
神
社
と

豊
岡
上
天
神
社
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

―千年以上の歴史を刻んだ杜（もり）―「南国市内の式
しきないしゃ

内社１」

１月　→　２　　　　７月　→　１
２月　→　１　　　　８月　→　０
３月　→　１　　　　９月　→　２
４月　→　１　　　　10月　→　１
５月　→　３　　　　11月　→　２

６月　→　０　　　　12月　→  □

殖田神社

N

31

384

32

高
知
東
道
路

高知自動車道
久礼田小 植

田
団
地

14

十市小

サンプラザ
新鮮館

石
土
池247

高知高等
技術学校

住吉池
黒潮
ライ
ン

N

石土神社
禅師峯寺

殖田神社

石土神社

やなせたかしさん　逝去
　南国市名誉市民賞の
受賞者で、漫画家のや
なせたかしさんが、10
月13日に亡くなられま
した。
　やなせさんは少年期
を後免町で育ち、故郷
を思う気持ちから「ハ
ガキでごめんなさい全
国コンクール」を発案
し、審査委員長を務め
られました。
　また、「高知県産シ

ョウガは味が良く健康にも良いので、これを売り
出しなさい」とのアドバイスもいただきました。
　このアドバイスで誕生したのが「ごめんのごめ
んしょうが飴」と「ありがとう煎餅」です。同時
に「しょうがちゃん」と「ありがとう駅のセンベ
ちゃん」のゆるキャラも考案していただきました。
　このように「ごめん」のブランド化と南国市の
地域活性化にご尽力をいただき、やなせさんの南

国市への功績は言い尽
くせません。
　その他、歌の大好き
なやなせさんは、後免
野田小学校でコンサー
トを開催し、美声を披
露してくださるなど、
親しみのある人柄で人
と人のつながりの大切さを教えてくださいました。
　生前のご厚情に厚く感謝を申し上げますととも
にご冥福をお祈りいたします。

平成21年10月３日「やなせたかしロード」お披露目式

平成21年10月３日
「ごめん生姜地蔵」
お披露目式

しょうがちゃん


